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　自然豊かで体験活動・学習のフィールドとしてさまざまに活用できる河川空間の
機能を活かし、川を身近な遊び場として安全に利用する知識や川遊びのルール
とマナーを子どもたちに伝え、青少年をはじめとする多くの人々に川を通した自然
体験活動を広めることで、「川への思い」を「次の世代」に受け継げる地域づくりを
目指す。

　本事業は、平成18年の開始以来のべ3,200人を超える参加者を得て継続してい
る。参加した子どもたち、親同士のつながりで年々参加者が増加し、当初6～10月
だった活動期間も通年へと拡大した。
　川での体験活動を通じて河川愛護の精神が育まれ、河川の利用促進や自然環
境への理解の向上が期待できる。また、かつて参加した小中学生が成長する中で
この活動を手伝うようになり地域貢献の一助となるなど、「川への思い」が後の世
代へと綿々とつながっている。

主 催：阿賀川･川の達人の会
協 力：（一社）北陸地域づくり協会

◆「阿賀川･子どもアドベンチャークラブ」として以下の活動を実施。

実施内容：川遊び、水生生物調査、季節ごとの川での観察会、
　　　　　　河川敷でのキャンプ、川にまつわる様々な学習など

実施日・概要･場所･参加人数等：
　4月24日（日）　河原散策、ストーンペインティング　阿賀川宮古橋　17名
　5月15日（日）　魚を釣って食べよう　小田養魚場　24名
　7月10日（日）　カヌー、川流れ、水生生物調査　阿賀川宮古橋　25名
　10月2日（日）　戸ノ口堰洞門くぐり　10名
　11月13日（日）　只見線再開、只見川ツアー　会津若松～只見町　8名
　12月18日（日）　冬の鶴ヶ城探検　鶴ヶ城、県立博物館　11名
　1月15日（日）　冬の川探検　阿賀川宮古橋　14名
　　計 7機会、109名

講 師：1活動につき指導員1名＋阿賀川･川の達人の会会員5～10名
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5/15 魚を釣って食べよう

7/10 カヌー体験、川流れ

10/2 戸ノ口堰洞門くぐり

11/13 只見線再開、只見川ツアー


